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表紙：やまがたの女性たち
６１号から様々な分野で活躍された山形県ゆかりの女性たちを紹介しております。

九里　とみ
１８７２年米沢市生まれ。教育者。
幼いころから裁縫が好きで、手先が器用だった。
１８９１年、東京裁縫女学校（現在の東京家政大学）に
入学。卒業時にはその優秀な技能が認められ、鹿児島
の島津家から私塾の教師として迎えたいとの手紙が来る
ほどだったが、「家計を助けてほしい」と母親に懇願され
故郷米沢に戻る。
裁縫技術の見事さと、教養深い人柄が評判を呼び、近
所の女性たちが裁縫を習おうと次々通い始める。
１９０１年、九里裁縫女学校（現在の九里学園）を創立。
以降４５年間にわたり校長として教員や生徒の指導にあ
たった。生徒たちには、「ひと針（の歪み）を許せばふ
た針が気にならなくなる。そんな事では人様の物は縫え
ませんよ」と愛ある教えと深い教養を授けた。
１９５７年永眠。



令和４年度 山形県男女共同令和４年度 山形県男女共同　　　　　　　　　　　　

一般相談専用電話　023-629-8007
男性相談専用電話　023-646-1181

男女共同参画に関する相談とその支援

相談業務
  一般相談 （休館日は行っておりません）
 電話・面談（面談は要予約）

●月・火・水・木・土・・・・・・・・・・・・・・・９：００～１７：００
●金・日・祝日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３：００～１７：００
●休館日

　　　毎月第１・第３・第５月曜日、毎月第３日曜日、年末年始

  男性相談 
 電話
　毎月第１・第２・第３水曜日・・・・１９：００～２１：００

  専門相談
 面接
　法律相談

●毎月第２・第４木曜日
　　   １４：００～１６：００（無料　要予約）
　こころの相談

●毎月第２・第４土曜日
　　   １４：００～１６：００（無料　要予約）

    　　　

相談員研修
県内の各相談機関で相談に関わっている方を対象に「男
女共同参画の視点での対応」を学び、活用していくための
研修会を開催します。

相談機関初任者研修会
●期日 ６月（予定）
●対象者 相談業務初任者（概ね３年未満）

相談機関実務者研修会
●期日 ９月（予定）
●対象者 相談業務実務者

県民の意識改革を目指して

県民企画事業
男女共同参画社会実現のために、団体・グループなどが企
画、実施する各種講座、調査研究等の優れた企画に対して
１件２０万円（3/4助成）を上限として助成します。

●募集期間：４月中旬～５月中旬
●プレゼンテーション及び審査会：６月中旬

中学・高校教育の場における男女共同参画学習の推進
中学生を対象とした男女共同参画について考えるリーフ
レットを作成し、県内すべての１学年生に配布します。

男性セミナーの開催
男女共同参画を一層推進するため、男性の参加を促すセミ
ナーをチェリア塾ネットワークとの協働で実施します。

男女共同参画週間記念事業
６月２３日～２９日の男女共同参画週間に、男女共同参画
社会づくりを進めるための啓発事業を、県・市町村・女性団
体等と協力して各地域におい
て実施します。
遊学館等においてパネル展示
を行うほか、他団体へパネルを
貸し出します。またラジオ等によ
る広報を行います。

DV防止の普及啓発の推進
夫婦や恋人など、親しい間柄の暴力をなくすことを目指し
て、私たちの意志を表し暴力防止の理解を深めるために、
１１月１２日～25日の「女性に対する暴力をなくす運動」期間
にパープルリボンプロジェクトを県内市町村と一緒に取り組
みます。
遊学館等において意識啓発のためのパネルやポスター展
示、パープルリボンブローチやリーフレットを配布します。ま
た、期間中、DV防止をテーマとした一般県民向けのセミ
ナーを開催します。

　　　　　　　　　　　　  参画センター事業のご案内　　　　　　　　　　　　  参画センター事業のご案内
                                                  創っていくものです。どうぞご参加ください。
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男女共同参画社会は、皆さんとご一緒に

女性の活躍推進を支える人材育成

チェリア塾の開講
女性の活躍を推進するうえでのキーパーソンや女性リー
ダーの育成を目的に、学習講座「チェリア塾」を開講します。

  チェリア塾基本コース
男女共同参画に関する基本的な知識と考え方を身に着け、
企業や地域において、男女共同参画を推進するキーパーソ
ンや女性リーダーを育成するとともに、そのネットワーク化を
目的として開催します。

●期日：未定
●会場：庄内地域
●参加費：３千円

  チェリア塾実践コース
チェリア塾の基本コースで身につけた知識をより高め、その
知識を生かし実践力を身につけるために開催します。原則と
して、前年度の基本コース修了生を対象とします。

●期日：５月14日（土）開講
●会場：村山地域（遊学館）
●参加費：３千円

  チェリア塾専門コース
チェリア塾修了生や県男女共同参画推進員を対象に、男
女共同参画をわかりやすく伝えるためのワークショップ技
法を学ぶ講座や、男女共同参画を理論的に学ぶための
「やまがた緑塾」を実施します。

●期日：未定
●会場：遊学館
●参加費：無料

  やまがた女性キャリアアップセミナー
企業で働く女性を対象に、職場で活躍するために必要な
様 な々能力「リーダーシップ」、「コミュニケーション力」、「情報
活用力」等の中からテーマを選定してセミナーを開催します。

●期日：未定
●会場：遊学館
●参加費：無料

地域の男女共同参画を進めるために

男女共同参画連携会議の開催
県内の各総合支庁・各市町村・男女共同参画施設・男女
共同参画推進員等と連携を図りながら地域での男女共同
参画の取組みの拡大と各種施策・事業の効果的な展開を
県とともに行います。

地域男女共同参画ネットワーク活動支援事業
県内４ブロックに形成された男女共同参画地域ネットワー
クの自律的活動の活性化を図るため、男女共同参画を推
進する学習会、イベント等を支援するとともに、ネットワーク
自体の拡大・深化に向けた様 な々活層に対しても支援して
いきます。

男女共同参画地域講座の開催
市町村を中心とする各種団体等で構成する実行委員会主
催での公開講座や、市町村における男女共同参画推進の
ための連続講座等に対して支援します。

男女共同参画推進員の活動
地域における身近な男女共同参画を推進するため、各地域
に男女共同参画推進員を配置し、普及啓発活動に総合的
に取組みます。また、企業や教育機関等にも広く周知を図
り、推進員のより広範な活用を図ります。

チェリアフェスティバル山形2022の開催
男女共同参画社会づくりをめざして活動している団体・グ
ループの活動を発表するとともに、県民の皆様との交流を
深めます。アトラクション、ワークショップ、展示、屋外にぎわい
コーナー、講演会等を開催します。

●期日：１０月２日（日）
●会場：遊学館

団体・グループ活動活性化事業
登録団体が参加するネットワーク会議を原則として年１回
（３月）に開催します。会議では、事業に関する提案・周知の
ほか、チェリアフェスティバルに関する意見交換等をします。

学習会等支援事業
団体・グループが自ら企画、実施する男女共同参画に関す
る講演・研修会等に対し、その講師の謝金及び旅費交通費
を助成します。（上限額２万円）
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ジェンダーカード体験講座「身近な男女共同参画を話してみよう」

男女共同参画気づきカード作成 ちぇりっぽの「ジェンダー気づきカード」事業
ジェンダーカード体験講座「身近な男女共同参画を話してみよう」

男女共同参画気づきカード作成 ちぇりっぽの「ジェンダー気づきカード」事業
いること」や「世代間での意識の違い」を感じた方
も多くみられました。
　今後【学校編】は教員を対象にした研修会、【家庭編】
は地域や公民館の研修会や自宅で、【地域編】は地域
住民対象の様々な場面や町内会などで、【職場編】は
管理職や職場内研修で使用したいという力強い声が
たくさん聞かれ、限られた時間の中での参加者の気
づきと変容に、とても驚かされました。
　行政の担当者や教育機関・企業などでも、男女共
同参画推進員の小道具の一つとしても、改良や活用
法を広げ幅広く活用いただけることを願っています。
　　　　　　　　　ちぇりっぽ（女性＝健康Yamagata）

　このカードは、自分の意識の中に埋もれていたモ
ヤモヤへの気づきを促し、行動を変えていくきっか
けになれるようなツールを作成したいという思いで、
山形大学名誉教授髙木直先生の監修をいただきなが
ら完成しました。
　その体験講座を１月２２日に開催し、１５名の参
加者に 2 種類のワークを体験していただきました。
１０枚ずつ４つのカテゴリーのカードは、普段よく
見る出来事や誰でも感じたことがあるような疑問な
どが書いてあります。参加された方々から、「さりげ
なく本音がひきだせる」、「家族や職場の人間関係に
使えそう」、「当たり前だと思っていたことが刷り込
みだと気づいた」等の感想が寄せられました。また、
「色々な考え方があり、育った環境にも影響を受けて

　山形地区退職女性教職員の会・千歳会は、山形の
先人も含めた女性たちの優れた活動業績を知り、その
考え方・生き方を学ぶ標記の会員研修・講演会を毎
年開催してきました。
　２１回目の今年度、不登校やひきこもりの子どもを
もつ親の会「クローバーの会＠やまがた」 代表・樋口
愛子氏をお招きして、演題『活動家として生きる』の
お話を伺いました。
　樋口氏は、独力で２児を育てる母として働きながらも、
子どもや若者たちの居場所を開設し、学習支援室・子
ども食堂・フードパントリーなどを運営するなど多岐に
わたる支援活動を行っておられます。今回、家庭内の
諸事情を赤裸々に話されながらも、支援活動に立ち向
かい奮闘する生き方をお聴きし、深い感動を受けました。

山形地区退職女性教職員の会「千歳会」 

研修・講演会 「活躍している山形の女性たち21」 を終えて
山形地区退職女性教職員の会「千歳会」 

研修・講演会 「活躍している山形の女性たち21」 を終えて
会員からの感想の多くが、●家庭事情のご苦労のほか
に多方面への支援活動、ただただ感銘、感動です。●
私自身の社会貢献はどうなのか、何ができるか？多く
の示唆をいただきました。●国政、教育のあり方を考え
る機会を与えてくれた有意義な講演でした。など、樋
口氏の考え方・生き方に共感と敬意を表すものでした。
個人また会としてのあり方の意識を変容させてくれる講
演でした。不登校・ひきこもり問題・子どもの貧困問題、
いずれも大きな社会の責任・課題ですが、私たちの会
活動にも反映させていきたいものです。
　末尾ながら、この事業にはチェリアから助成を頂い
ております。感謝申し上げます。
　  （山形地区退職女性教職員の会「千歳会」 会長 志賀協子）

4

ちが、自身の価値を勝ち負けでしか評価できなかった
り、他者に助けを求めることができず追いつめられたり、
性に関する同調圧力は、生活のあちこちに入り込み、
あたかもそれが「常識・定説」ととらえられてしまって
います。私たちは子どもたちとどう向き合っていくべき
か考えました。また、男性であることの特権を自覚し、
性暴力や性差別を許さないと、男性自らが声を上げ、

今の社会のあり方を変えて
いくことを諦めないことが
必要だとの認識を共有しま
した。
　コロナ禍で様々な学びが
中止される中、オンライン
と会場あわせて約６０名が
参加、ジェンダーバイアス
と向き合い、学びを深めた
有意義な時間となりました。

　講師である太田氏は、離婚問題やセクハラ・ＤＶなど、
男女間トラブルに関する案件を多く扱ってきた経験を持
ち、また、二人の男の子を育てている母でもあります。
これからの時代を生きる男の子の子育てをテーマに、
「有害な男らしさ」の刷り込みが、身近な性差別に繋がっ
ている事例を学びました。
　「男はこうあるべき」という呪縛に囚われた男の子た

「これからの男の子たちへ、そして～ジェンダー平等時代の子育て論～」「これからの男の子たちへ、そして～ジェンダー平等時代の子育て論～」

　私たちの暮らしの場面のあちらこちらでジェンダーが
影響しています。そこで、社会の様々な課題をジェンダー
の視点で考える連続講座を開催しました。講座では、
各回にテーマを設定し、講師による講義、グループディ
スカッション、全体共有のプログラムで進めました。
　テーマは、９月は「戦争・暴力とジェンダー」、１０
月は「グローバリゼーションとジェンダー」、総括とな
る１２月は「ジェンダー平等な社会を目指す」とし、学
生や県外からもご参加いただきました。
　参加者からは、「ジェンダーは、女性だけでなく男性
の問題でもあることを改めて痛感した」、「参加者同士
の話し合いが楽しかった」などの感想があり、ジェン
ダーを身近な問題として、多様な視点で考え、対話す
る場となりました。

団体名　最上地域の未来・ジェンダー平等を考える会　　日　時　令和４年２月１９日（土）１０時～１２時
会　場　雪の里情報館 雪国文化ホール・オンライン　　     講　師　弁護士　太田　啓子 氏

ネットワーク活動支援報告　庄内

ジェンダー白熱教室

団体名　庄内ちぇりあ
日　時　令和３年９月１２日（日）、１０月１０日（日）、１２月５日（日）

   各 10：00 ～ 12：00
会　場　オンライン
講　師　東北公益文科大学 名誉教授   伊藤 眞知子 氏

　ＡＢＤとは、アクティブ・ブック・ダイアローグの略で、
参加者が一冊の本を分担して読み、読んだ内容を要約
して発表、対話を通じて理解を深めていくワークショッ
プ型の読書手法です。太田啓子氏の著書「これからの
男の子たちへ」をテーマ図書に、子どもたちが家庭や
学校で、「女らしさ・男らしさ」といったステレオタイプ
な概念を押し付けられ育つことが多いこと、性差別的
思考の原因となりうる偏見が見過ごされる場面がある、
などの課題を共有し合いました。
　「ジェンダー」というと、女性側の問題ととられがち
ですが、生き辛さや “拗 ( こじ ) らせ”、性暴力加害者
に繋がりかねない男性側の問題も含んでいることが意
識できて初めて、課題解決のスタートラインに立てるこ
とを学んだ実りある読書会でした。

ネットワーク活動支援報告　最上

読書ワークショップＡＢＤ

団体名　もがみチェリアの会

日　時　令和4年2月１２日（土）9：30～ 12：00

会　場　雪の里情報館　雪国文化ホール

講　師　ABD協会認定ファシリテーター   阿部 和恵 氏

男女共同参画地域講座開催報告
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４月は「若年層の性暴力被害予防月間」です４月は「若年層の性暴力被害予防月間」です
　「ＡＶ出演強要」や「ＪＫビジネス」だけでなく、「レイプドラッグ」や「デートＤＶ」など、１０代～２０代に
対する性暴力の手口は巧妙になっています。同意のない性的行為の強要は、全て性暴力です。「被害にあってるかも。」
と思ったら、ひとりで悩まないで、相談してください。また、悩んでいる人があなたの周りにいたら、相談窓口を
教えてあげてください。
　令和４年４月１日から、成年年齢が１８歳になります。
成人になると、親や監護者の同意がなくても自分の意思で契約ができるようになりますが、その一方で未成年者取
消しができなくなります。１８歳になったら、自分のすることがどういった結果につながるのか、より慎重に考え
て行動しましょう。

全国共通番号

最寄りのワンストップ支援センターに
つながります。

SNSで相談できる窓口です。
年齢・性別関係なく、誰でも匿名で相談できます。

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター Cure time（キュアタイム）

＃８８９１

あなたのまわりの相談窓口

他にも相談できる
窓口があります

詳しくはこちらから
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ね
。
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ＣＨＥＲＩＡ登録団体紹介ＣＨＥＲＩＡ登録団体紹介

ろうか？なぜ、社会環境の変化による様々なしわ寄せ
を、女性が受けやすくなるのだろうか？
　こんな疑問を持って、女性達の現状を学ぶ講座の
開催や性別役割分担を当たり前に思う自分の心と、
その思い込み（アンコンシャスバイアス）を振り返る
ための、自主学習などを行ってきました。勿論、会話
を楽しみながら…です。

　Fuku×Suku’ ずは、これからも風見鶏のように、
地域や社会に吹く風を柔軟に捉えて、その風の動きに
よって出てきた男女共同参画の課題に対応し、女性も
男性もみんなが福を感じるような地域社会ができるこ
とを願って…楽しく活動を続けたいと思っています。

　私たちは、わたしたちの思いに賛同してくださる方
はいつでもウエルカム、扉を開けて待っています。

　Fuku×Suku’ ずってどんな意味・どういうこと、
とよく聞かれます。命名には、ずいぶん時間を費やし
ました。仲間の思いが沢山詰まって、誰からでも覚え
ていただけるような…、インパクトがあって…。
　Fuku×Suku’ ずは令和２年２月に、男女共同参画
社会づくりの視点を持って、“みんなの福がすくすく育
つ、地域・社会づくりのための活動を行う” ことを目
的に、団体を設立しました。今、ファーラ大学１１期
修了生の有志と活動
の趣旨に賛同する女
性たちが仲間です。
　団体を立上げ、２
年が経ちました。こ
の間、新型コロナ感
染症が拡大しました。
今も予断を許さない
状況にあります。
　コロナ禍の中で、
女性たちはどのよう
に暮らしているのだ

Fuku×Suku’ずFuku×Suku’ず

　チェリアでは、団体・グループ登録制度を設けております。登録団体になると、団体活動室や学習室、印刷機やロッカーが無料で使用でき
るほか、チェリアより広報誌や事業・イベントの案内をお送りしますので、男女共同参画に関する講座やイベントの情報を得ることができます。
　登録は随時受付中です！詳しくはチェリアまで！

　チェリアでは、団体・グループ登録制度を設けております。登録団体になると、団体活動室や学習室、印刷機やロッカーが無料で使用でき
るほか、チェリアより広報誌や事業・イベントの案内をお送りしますので、男女共同参画に関する講座やイベントの情報を得ることができます。
　登録は随時受付中です！詳しくはチェリアまで！

【お問い合わせ】
〒990－0045　山形市桜町2－60－702　須藤　路子
TEL：023－616－6116   mail：m2k4t8n@rose.ocn.ne.jp

【お問い合わせ】
〒990－0033　山形市諏訪町1－1－34　村山　恵美子
TEL：090－4550－3888

「みんなの福がすくすく育つ地域を願って」

くださっていま
す。そのお陰で
「チェリアフェス
ティバル 2021」
で は、会 員の
成果物である刺
し子作品の展示をすることができました ! ちょっと恥ず
かしくもあり、誇らしくもある展示会でした。
　これを弾みに、「いつかは自分たちのオリジナル刺
し子ブランドを発信しよう !」と張り切っています。こ
れも多様な背景を持つ会員が自主的に集まる中で、
刺し子を媒介に、お互いを尊重する（男女共同参画的）
意識を自然に身につけていった成果ではないかと思っ
ています。
　刺し子と男女共同参画に興味のある方、どうぞご参
加ください。ご一緒に楽しみましょう。

　皆さんこんにちは !「刺し子クラブみどり」です。
名前の通り、みんなで刺し子を楽しむ会です。毎月１
回・土曜日の午後、チェリアの団体活動室に集まって
活動しています。
　会員は、初めて刺し子に挑戦する初心者から、以
前ちょっとやったことがある準初心者、また針仕事に
心得のある中級者、そして針仕事は超苦手という方ま
で多様です。
　会員それぞれのペースでチクチクと針を進めなが
ら、身近な男女共同参画について、情報交換をして
います。つまり手仕事（刺し子）をしながら、男女共
同参画について学び、刺し子も男女共同参画も広げ
ていこうというとても欲張りな団体です。
刺し子を教えてくださるのは、刺し子クラブみどりの
会長であり、チェリア
前館長である髙木直
先生です。針や布の
扱いに不慣れな会員
を、優しく ! そして時
には厳しく! 指導して

刺し子クラブみどり刺し子クラブみどり
「ワイワイ楽しい」
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心には『父親とボードゲーム
をして楽しかった』という思
い出が一生涯残っていく。い
つもスマホばかり触っている
父親ではさみしい。日常の合
間に一緒にゲームを気軽に楽
しみながら、親子間のコミュ
ニケーションを深めていってほ
しい。」とお話いただきました。
　参加者からは、「コミュニ
ケーションツールとしてゲームが役立つとは思わなかっ
た。特に子どもと楽しく通じ合えるのはゲームであると
いうことが思い出され、良い気づきとなってよかった。」
「ゲームを通じて家族とのコミュニケーションがとりやす
くなると思った。」といった感想が寄せられ、大変楽し
く有意義なセミナーとなりました。

　置賜地域での男性セミナーは、県男女共同参画推
進員の小野卓也氏を迎え、ボードゲームを通して家族
とのコミュニケーションについて考えるセミナーを開催
しました。
　始めに小野氏より、「ボートゲームを通じて、父親が
積極的に育児に関わることが大切。世界には様々な種
類のゲームがあり、成人になっても楽しく遊ぶことがで
きる。親子で長く交流できる一つとしてボードゲームを
是非活用して頂きたい。」との話があり、父親の育児
参画の重要性について述べられました。その後、用意
した１０種類ほどのボードゲームを、グループや２人組
になって楽しみました。様々な種類のゲームを通して、
大人も子ども関係なく声を上げて楽しんでおり、参加
者同士の交流が深まりました。
　小野氏からは、「ゲームをする際、親と一緒に遊んで
くれるうちが花ではあるが、子どもが成人になっても、

　女性の活躍推進に向けた取り組みが進む一方、男性が家事・育児などを自らのことととらえ、主体的に参画する
動きはまだまだ進んでいないのが現状です。チェリアでは、男性の立場・視点から男女共同参画の意義や取組につ
いて理解を深めていただけるよう、毎年男性を対象としたセミナーを開催しています。
　今年度はチェリア塾ネットワーク置賜と連携し、置賜地域で趣向をこらした講座を展開しました。

「家族と会話が弾むボードゲーム」　「家族と会話が弾むボードゲーム」　「家族と会話が弾むボードゲーム」　
開催日　令和３年１２月５日（日）　　主 催   チェリア塾ネットワーク置賜　

置賜地域

※村山地区で予定されていた「ちがいがわかる男のコーヒー座談会」（主催：チェリア塾ネットワーク村山）は
新型コロナウイルスの感染者増加により中止になりました。

館長インタビューやチェリア塾の取材などの広報委員活動を通して、男女共同参画への理解が深まるとともに、素敵な活動をしている人 と々の出会いと
いう得難い経験ができました。広報委員という貴重な機会を与えていただき、感謝の想いでいっぱいです。（弘美）
広報紙での取材を通じて、「男（女）らしさ」の固定概念にとらわれていないか？など、改めてハッとすることの多い一年でした。特に、周囲との良好な
関係構築のために、子育てにおいても尊重と対話を大切にしたいと感じています。（恵子）
二度目の広報委員となりましたが、文章で人にわかりやすく伝える難しさを痛感することもありました。また、コロナ禍によって、チェリアの活動にも影響
が出てしまったことは残念でした。それでも講座や取材を通して色 な々話題に触れることができたことは、良い経験となったと思います。（直子）

編集
後記


